
第１章 通信ネットワーク　ト 専用線の普及度

資料2-1-4　97年に登場した専用線型サービスの利用契約数推移
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専用線型サービス一覧

I Ｉ;ll 各社資料を元に編集部で作成

サービ ス DION OCN ODN Teleway

提供 会 第二電 電(株) 日本電信電話(株)NTT 日本 テレ コム(株) 日 本高速通信(株)

内　 容

OCN アクセスラ インtlを利 用し

た128kbps から始 まる常時接 続

DION ス タ ン ダ ー ド と64k ～

6Mbps までの高速デジ タル専用

線サービ スであるDION プレミア

ムの2種類があり、上 記グラフの

数値は その合計値

128kbps の常時接続OCN エコノ

ミ ー、1,5Mbps､6Mbps の専用線

であるOCN スタンダード、OCN

エ ンタ ープラ イズがある。ダイ
ヤルアップの合計で契約本数は

159,000 件(98年3 月末匚 専用型

サービ スの みの数は非公開。

OCN のアクセスライン を利用 し

た1 28kbps の 常 時接 続 で ある

ODN エ コノミ ーと64k ～6Mbps

までの 高速デジ タル専用線 であ

るODN ファストがある。上 記グ

ラフの数値は その契 約本数の 合

計値．

ＯＣＮのアクセ スラ イン を利 用し

た128kbps ～6Mbps までの高速デ

ジ タル専用線 であ るシリア ルα

など があるが 、契 約本数 は非 公

開。

副　 ＯＣＸ以外の常時接 続サービ ス 巾ＩＯＮ、ＯＤＮ、ＴｃＩいｖａy凵 よ、ＮＴＴが持っＯ ＣＮア クセ スラ イン 俥｣川 行から電話 川までの迦祐 川顳 を 徊I:が利川レ ご提 供

レ こい る　 電､汎局 からの完の卜 川 ワヽークを 外桂がサービ スするこ とに よりバ)CN より安い常時接続が 実現している

イン ター ネット は、常 時 接続 でな け れば 本 末の機 能を 発揮で き

ないこ と は､ 昌 まで もない　 し かし 、こ れ を実 現す るため にはり』(

JI)川 線を 川い た接続 を 行 わなけ れば な らず 、こ れ まで わが 国に お

いて その コ ストを 負担 する こ とは、 比･咬的 人 きな組 織で ない と難

しか っか｡ こ れを 補う 丁段 とし て、 ダ イヤ ルア ップ ア クセ スサー

ビ スが登 場し た　 通常 の電 話-1111線 やISDN を 利Jljし たこ のｆ 段 は、

最 寄 りのア クセ スポ イントへ の通 話 料と パソ コンが あ れば、 モデ

ムやＴＡを 追 加す る だけで 始 め られ るｆ 軽 さで 、 佃 人に まで急 速

に 淬及し た

こ れ に対 し、 イン ター ネット にお け る専JI｣線の 利JI｣は 、 人学、

人 企 稟を中 心 とし たも の に限 ら れて い た。 し か し、ＮＴＴが始 め

た ‾デジ タルア クセ ス64,128｣ な どの安 い 引lj線 や、ＯＣＮ エ コ

ノミーの よう な安い 引ljサ ービ ス型 イン ター ネット接 続の ひ場 に

よ り、佃 人ljl･１ 名'の 範洲 までそ の利 川が11｣'能 に なり。 利川 名･数は

急 激 に仲 びて きた 。

ト インターネット白書'98 6６

こ の背 景に は、･､ljりⅢIII線 を利Jljす る ため の ハード ウェ ア の低 価

格化 も 重喫な 要素で あ る　 数 年 前 まで は、64kbps の接 続 で も 片

側で50 万円以ll の ハ ード ウェ アを 必 要とし たが 、現 在 は10 万円 未

満 で 接 続 川 の 機 器 一式 をｆ に 入 れ る こ と が で きる よう に な り、

128kbps 以 ﾄﾞの 基本 イン ターフ ェ イ スの 引IJM 線 で の接 続 は、 設

川 時、運川 ともに 比較 的安 価 の投 資で す むよ うに なっ た。し か し、

接続 機 むに 関して は、192kbpS 以ll の･ 次 群 インタ ーフェ イスで

は残 念なが ら、い まだ 米国で の実 態 に比べ て､･､.I,･'jfiliiで あ る｡

安い 引|｣ 型 サ ービ スと して 代 衣的 な もの は、ＯＣＮ エ コ ノ ミー

や、 デジ タ ルア クセ スを 利Jljし たIIJ エ コ ノ ミーであ る､､､両 名･と

も従 来のI､I川｣ 線 利 川 サ ービ スに 比 べて 限定 条件 が付 け ら れ てい

る。そ れは 、ア ドレ スや 、ド メイン 名の 利川 の点で あ る。こ れ は、

プ ロ バ イダー 惻の オペレ ー ショ ンの 負批 を 慨減す る ため に行 われ

てい ると 考え られる が、IP アド レ スは決 まっ た サ イズのブ ロ ッ ク

を割l尸11て 、そ れ以 外の ア ドレ スを 利川 する こ とがで きない｡　ま



資料2-1-5　高速デジタル伝送サービスの主な速度別回線数

回線速度 1996 年度の回線数 1997 年度の回線 数

64kbps 61,685 108,717

128kbps 15,165 27,667

192kbps 3,729 4,483

256kbps 2,275 3.586

384kbps 3,403 3,958

512kbps 1,688 2.505

768kbps 2,714 3,055

1Mbps 895 1,344

1.5Mbps 3,735 5,299

3  Mbps 910 1,155

6Mbps 945 1.199

120,000

100,000

80,000

40,000

20,000

０

低速で機能限定型の常時接続が人気

1,155
高速デ ジタル伝送 サービ ス 【主な 速度別回 線数］

1.199

108,717

1

61,68　 ゛`

27,667
1

15,11 1 

37

£ 

22
ご3

こ16
ご27 二89j3443711 二;;｝91;155 94y199

64kbps　1 28kbps　1 92kbps　256kbps　384kbps　51 2kbps　768kbps　l Mbps　l ｡5Mbps　3Mbps　6Mbps

回線速度

■ 1996年度の回線数　　・1997 年度の回線数

1萼曹;Ｉ ＮＴＴ資料 をＸ に作成

(占付 仲・メデイアエクスチェンジ抹式会社代表収締役社長)

イン ターネット白書'98  4

た、 サ ーバ ーを 運 川 し ない 利 川 行向け に 、ＤＮｓ、 メー ルサ ー バ

ー、ｗ ｗｗ サ ー バーな ど の代 行サ ービ スもJlj意して いる　 す な わ

ち、接続 形態 が、 ダイヤ ルア ップ から常 時 接続 に 変わ９ た だけの

サ ービ スがJI｣意 されて い るI。

･方米閥で は、常 時 接続 型 サービ スとい う点 で は、 畑lj線 に匹

敵 す る ほ ど フ レ ー ム リ レ ー を 利JI｣ し た サ ー ビ ス が 多 い

I〕ｃ(lic;lld(ヽ ircuitとj豺)≒ たサ ービ スで あ､J て も、 中身 には フレ

ームリレ ーを 利川 してい る ケー スもあ る 。わがjl･:|で はこ の 形態で

サ ービ スを 行-Jてい る プロ バ イダーは ほ とん どない が、 企 袰内 ネ

ッ トワ ー クでは 、 フレ ー ムリ レ ー ｈにＴｃＰ/IPを 秡せ て 使っ てい

る ケー スは 多い｡ ＮＴＴ の スー パー リ レーFR で は 基 本 インターフ

ェ イス利 川の場 合、 デ ジ タルア クセ スとほ ぼin 額で 利川 を 開始で

きるた め 、 イント ラ ネット ………イン ター ネット の 統 介 化 のた め に 、

静か にil‘r及して い る｡ こ れも、 やは り接 続 機 器の低 価 格化の 影響

は 人きく 、低仙 格 ルー タ ーで もフ レー ムリ レ ーをサ ポ ートし てい

６７

る ものが ひ場 し、 淬及を 加速 し た｡

今後 のI､1
』
り|｣線の 動 向 と して は 、ΛＴＭ･､IJりljサ ー ビ スの 淬及が 注

||される　 高速 ネ ットワ ー クを必 要とす る 企 裘で は、 その 低価 格

さか ら従 来の 引1｣ 線か ら の 乗り換 え が 相次い だが 、フ レー ムリ レ

ー同 様、 イントラ ネット との 統 介の 観点 か らｲj'利 であ る

わが 国で は ま だサ ー ビ スが 行 わ れて い ない が 、ΛＴＭ とフ レ ー

ムリ レー では 、 イン ター ワー キ ン グが 日j'能 であ り、ＡＴＭ端 末と、

フレ ー ムリレ ー端 木との 間で 通祐 を 行 うこ とが で きる　 米国で は

昨年 ぐらい か らひ 場し てい る が 、 人規模 な 広域 ネット ワー クの 構

築の ため には 有効 な もの であ るの で 、 今後 に注 川したい 技 術であ

る
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